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第２８号掲載内容

Ⅰ．平成25年度解体撤去工事及び汚染の

除去工事の実施状況

（技術開発部 開発実証課 南光 隆）

 原子炉廃止措置研究開発センター（以下「ふ

げん」という。）では、廃止措置計画に基づき、

平成２０年度より原子炉冷却系統施設の機

器・配管等を対象に解体撤去工事を実施してい

ます。また、放射線作業従事者の被ばく低減及

び環境への放出低減を図る観点で、重水系・ヘ

リウム系等の機器・配管等を対象に汚染の除去

工事を実施しています。 

各工事の平成２５年度の実施状況（平成２５

年１２月末現在）を以下に紹介します。 

 

１．解体撤去工事 

原子炉冷却系統施設の解体撤去工事として、

平成２４年度に引き続き、平成２５年８月３０

日より復水器等の解体撤去を実施しています。

平成２５年度の本工事の対象は、タービン建屋

の管理区域に設置されている復水器本体のう

ちＢ号機下部内部構造物の冷却管（海水を通水

する冷却配管）及びＡ・Ｂ号機の蒸気連絡口で

す（次頁図参照）。 

解体撤去における機器等の切断は、例年どお

り、ガス、プラズマ切断機等による熱的切断及

びバンドソー、セイバーソー等による機械的切

断により行っています。なお、工事で発生する

解体撤去物については、運搬が容易な大きさに

切断し、タービン建屋地上１階及び地下２階に

一時保管（仮置き）しています。 

 

Ｂ復水器冷却管解体前の状況 

 

 
Ｂ復水器冷却管解体作業の状況 
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復水器等の解体撤去工事の実施範囲 

 

２．汚染の除去工事 

重水系・ヘリウム系等の汚染の除去工事とし

て、平成２４年度に引き続き、系統内の残留重

水回収及びトリチウム除去を実施しています。

汚染の除去工事の作業内容は以下のとおりで

す。 

(1) 

平成２４年度に引き続き、原子炉建屋に配置

されている重水系・へリウム系の機器・配管の

一部（原子炉建屋ドレン配管等）について、ま

た、原子炉補助建屋に配置されている重水系・

へリウム系の機器・配管の一部（計装機器・配

管）について、切断等により系統を開放して、

系統内の約３０Ｌの残留重水を回収しました。 

原子炉建屋及び原子炉補助建屋機器の残

留重水回収 

 

(2) 

1) 

原子炉補助建屋機器のトリチウム除去 

原子炉補助建屋地上１階の重水浄化系室内

に配置されている機器・配管の一部について、

真空ポンプによる真空引き等によりトリチウ

ムを除去する作業を、平成２５年度においても

引き続き実施しています。 

重水浄化系の機器・配管のトリチウム除去 

 

2) 

原子炉補助建屋地下１階及び地下２階に配

置されている劣化重水貯槽、重水貯槽・配管に

ついて、平成２５年８月２６日より真空ポンプ

による加熱真空引き等によりトリチウム除去

を実施しています。 

劣化重水貯槽、重水貯槽・配管のトリチウ

ム除去 

 

(3) 

1) 

原子炉建屋機器のトリチウム除去 

原子炉建屋内に配置されているカランドリ

アタンクを含む重水系・ヘリウム系等について、

トリチウム除去装置によるトリチウム除去（常

温通気乾燥）を、平成２５年度においても引き

続き実施しています。 

カランドリアタンク等の常温通気乾燥によ

るトリチウム除去 

 なお、常温通気乾燥については、平成２５年

度をもって一先ず終了し、平成２６年度からは

真空乾燥によるトリチウム除去への移行を計画

しています。 
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重水貯槽トリチウム除去治具設置状況        重水回収状況の確認作業 

 

2) 

鉄水遮へい体の冷却水（防錆剤として六価ク

ロム含有）の抜き出し及び冷却水に含まれてい

る六価クロムの無害化処理作業については、平

成２４年度に大部分の遮へい冷却水を抜き出

し、カランドリアタンク等の真空乾燥に当たっ

ての当該タンク構造体外周部に作用する水頭

圧除去という目的は達成されているため、平成

２５年度は抜き出しの作業は行わず、後年度に

予定している真空乾燥に係る検討を行ってい

ます。 

遮へい冷却水の抜き出し等 

 

 



Ⅱ．第26回施設定期検査の実施
（技術開発部 設備保全課 岩井 正樹）

1．施設定期検査の概要 

「ふげん」は、平成２５年９月１日から平成

２６年１月２０日までの約４ヶ月間、第２６回

施設定期検査を実施しました。施設定期検査に

おいては、新型転換炉原型炉施設廃止措置計画

認可申請書により維持すべき設備・機器として

機能を満足していることについて、原子炉等規

制法に基づき、国または検査代行機関の検査を

受検するとともに、「ふげん」の「保守管理要

領」に定める点検計画に基づき設備の外観点検、

分解点検、開放点検、機能検査等を行いました。 

 

2．施設定期検査の範囲と主要機器の点検結果 

「ふげん」は使用済燃料を施設内に保管して 

いることから、施設定期検査の範囲は核燃料物

質の取扱又は貯蔵に係る次の施設であり、その

点検結果は以下のとおりです。 

(1) 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 

プール水冷却浄化系については、ろ過脱塩

器の開放点検を行い、異常がないことを確認

しました。その他、使用済燃料貯蔵プール、

燃料移送機等について、外観点検、各種計器

の点検・校正、機能確認等を行い、異常がな

いことを確認しました。 

(2) 放射性廃棄物の廃棄施設 

液体、固体廃棄物処理設備については、Ｂ

-蒸発濃縮器及びＢ-濃縮廃液貯蔵タンクの

開放点検と、床ドレンサンプルポンプの分解

点検を実施し、異常がないことを確認しまし

た。その他、主要な弁の分解点検、機器の外

観点検、各種計器の点検・校正、機能確認等

を行い、異常がないことを確認しました。 

(3) 放射線管理施設 

放射線モニタについては、検出器の点検・

校正、設定値の確認、機能確認及び外観点検

を行い、異常がないことを確認しました。 

 (4) 非常用電源設備 

非常用ディーゼル発電機については、発電

機の分解点検、機関の簡易分解点検と、各種

計器の点検・校正、機能確認等を行い、異常

がないことを確認しました。その他、直流電

源装置については、外観点検、各種計器の点

検・校正、機能確認等を行い、異常がないこ

とを確認しました。 

 

3．施設定期検査時の保安管理 

今回の施設定期検査時の安全管理活動につ

いては、労働災害の防止に努め、トラブルゼ

ロ・災害ゼロで定期検査を完遂するため、以下

の活動を実施しました。 

(1) 安全パトロールの実施 

「ＡＴＲ安全衛生協議会」を活用し、計

画的な安全パトロールの実施、基本事項の

遵守、安全意識の高揚に努め、災害防止の

徹底を図りました。 

(2) 安全作業の徹底 

作業においては、「一般労働安全統一規則」

を遵守し、作業着手前のＴＢＭ-ＫＹ等作

業安全の確保の徹底、安全措置の徹底を図

り、労働災害の防止に努めました。 

(3) 情報の共有化（コミュニケーション） 

イブニングミーティング（ＥＭ）、週間工

程会議、月間工程会議等により、作業の進

捗状況を把握し、作業に係わる連絡・調整

を行い情報の共有化を図りました。 

 

4．施設定期検査時の放射性廃棄物低減対策 

施設定期検査期間中における放射性固体廃

棄物発生量の低減を図るため、以下の対策を実

施しました。 

(1) 主要な作業に対しては、事前に廃棄物の

発生量を設定し、日々の作業実績で確認し

ました。 

(2) 受注者に対して、発生量低減についての

計画書の提出及び作業日報への実績記載

による１日ごとの発生量の把握等の啓蒙

活動を行い、協力会社を含めて周知徹底を

図りました。 



(3) 管理区域に持ち込む物品量の低減のた

め、管理区域外にて資機材等の梱包材、養

生類を事前に除去しました。 

 

以上の取組により、今回の施設定期検査も

無事故で完遂することができました。 

 Ｂ-蒸発濃縮器開放点検 

Ⅲ． CEAとの情報交換会議報告
（技術開発部 計画管理課 北村 髙一）

 ＪＡＥＡとフランス原子力・代替エネルギ

ー庁（ＣＥＡ）との間で締結されている「原

子力の包括的協力協定」に基づき、平成２５

年１２月２日～６日にフランス、マルクール

研究所において、情報交換会議が開催されま

した。 

 本会議では、「解体と廃止措置」及び「廃棄

物処理技術」の２つの特定分野に関する情報交

換が行われており、今回、ＪＡＥＡからはバッ

クエンド推進部門、「ふげん」、核燃料サイクル

工学研究所、人形峠環境技術センターから８名

が参加し、各々、廃止措置や廃棄物処理等の状

況について発表するとともに、ＣＥＡの技術開

発情報の入手、意見交換、施設調査を行いまし

た。「ふげん」からは以下の２件について報告

を行いました。 

(1) 「ふげん」廃止措置状況と原子炉解体の研

究開発 

 廃止措置の活動状況として、トリチウム除去

や、回収した重水の国外への搬出状況、タービ

ン設備の解体実施状況を報告しました。また、

原子炉本体解体の技術開発として、切断技術等

の性能試験を実施しており、これまでのアブレ

イシブウォータージェット切断やプラズマア

ーク切断等に加え、最近の著しい技術進歩を踏

まえレーザ切断技術の検討を開始し、水中切断

の適用性を確認できたこと等、その性能評価に

おいて概ね良好な結果を得ている旨を報告し

ました。ＣＥＡ技術者からは、今後どの切断技

術を基幹工法とするのかやレーザによる厚板

切断時の条件等について質問がありました。 

 

(2) 「ふげん」の除染技術 

 「ふげん」のトリチウム汚染状況の特徴を踏

まえ、系統内のトリチウムの除去を通気乾燥方

式等により実施していること、これらのトリチ

ウム除染作業は最終段階に来ていることを紹

介するとともに、クリアランス対象物の除染処

理においては、その工法として一般産業界にお

いて塗装の剥離等に利用されているウェット

ブラスト工法を採用して除染処理を行ってお

り、その除染性能を確認した結果等について報

告しました。ＣＥＡ技術者からは、ウェット式

を採用しているメリット、ブラスト材の選定理

由、除染後のブラスト材の処理等の質問があり

ました。 

また、他にもＪＡＥＡからは、ＪＡＥＡの廃

止措置の全体概要、廃棄物の固化処理技術及び

福島第一原子力発電所の廃棄物管理に関する

Ｒ＆Ｄ等について発表が行われました。 

 一方、ＣＥＡの技術として、水圧駆動で安全

性の高いことが特徴の遠隔解体装置や、レーザ

切断技術開発、二次廃棄物を極力低減できるジ

ェル状や泡状の除染材による除染技術開発等

の紹介があった他、それらを実施している施設

を調査することができ、「ふげん」に共通する

技術情報の入手、意見交換ができました。 

今後も海外関係機関との情報交換を継続

して行うことにより、入手情報を参考にして

「ふげん」廃止措置技術の高度化・合理化を



図り、安全かつ確実な廃止措置の遂行に努め

ていきます。 

 
情報交換会議（出張者発表）の様子 

 

Ⅳ．平成25年度海外原子力研究者
研究活動報告

（技術開発部 計画管理課 手塚 史子）

 「ふげん」では、文部科学省原子力研究交流

制度等に基づき、近隣アジア諸国の原子力研究

者を受入れています。 

 平成２５年度は、平成２５年９月１０日から

１２月６日までの期間、ＪＡＥＡの外国人研究

者招へい制度である Visiting Researcher に

より中国から２名、平成２５年１０月４日から

１２月２０日までの期間、文部科学省原子力研

究交流制度によりインドネシアから１名、計３

名の研究者を受入れました。 

 研究活動は、主に机上研修と実務研究に区分

し、机上研修（約１週間）では、日本の原子力

に関する法規制、「ふげん」の廃止措置計画、

保安教育及び各課の業務内容など、「ふげん」

に係る基礎知識を中心に習得しました。 

 机上研修終了後の実務研究では、研究者の研

究テーマ毎に該当課へ配属し、「ふげん」の研

究担当者の指導のもと、各テーマに沿った研究

を実施しました。 

 各研究者の配属先及び研究テーマは、以下の

とおりです。 

 

 

平成 25 年度 海外研究者 研究テーマ 

配属先 研究テーマ

計画管理課
原子炉施設の廃止措置の

全体計画に係る研究

技術開発課
原子炉施設の廃止措置技術

に係る研究

開発実証課
原子炉施設の廃止措置に

伴う除染及び廃棄物管理に
係る研究

 研究期間中には、「ふげん」の施設見学のほ

か、「もんじゅ」、日本原子力発電㈱敦賀発電所、

㈱原子力発電訓練センター等を訪問し、研究者

にとって視野を広げる貴重な経験となりまし

た。 

 帰国前には、研究期間中の成果を発表する

「成果発表会」を開催しました。発表後には質

疑応答の時間を設け、聴講者との活発な意見交

換を行いました。 

 受入期間はそれぞれ約３ヶ月と短いもので

したが、期間中は研究指導担当者をはじめ「ふ

げん」の職員とコミュニケーションを取る姿や、

積極的に研究に取り組む姿がとても印象的で

した。「ふげん」での研究成果が、研究者の母

国での研究活動等に役立つことを期待します。 

今後も、「ふげん」では、海外研究者を受入

れ、近隣アジア諸国の原子力技術の向上・人材

育成に貢献していきます。 

  
海外研究者 成果発表会 

 



H2６年 1 月～2 月の実績 

時  期 内  容 

H16 年 11 月 29 日～ 

H26 年 1 月 16 日 

H21 年 9 月 2 日～ 

継続実施中 

H24 年 5 月 14 日～ 

H24 年 11 月 13 日～ 

H25 年 8 月 30 日～ 

9 月 1 日～ 

H26 年 1 月 20 日 

9 月 10 日～12 月 6 日 

 

10 月 4 日～12 月 20 日 

 

11 月 11 日～ 

 

 

12 月 3 日～ 

 

12 月 2 日～12 月 6 日 

 

H26 年 1 月 22 日 

2 月 14 日 

2 月 19 日 

2 月 24 日～2 月 28 日 

 

・重水搬出に係る重水前処理作業 

 

・カランドリアタンク及び重水冷却系のトリチウム除去 

 

・クリアランス対象物除染処理作業 

・重水浄化系トリチウム除去 

・B 復水器下部内部構造物等の解体撤去工事【記事Ⅰ.参照】 

・第 26 回施設定期検査【記事Ⅱ.参照】 

 

・平成 25 年度 Visiting Researcher 制度に基づく海外研究者 

〔中国（2 名）〕受入【記事Ⅳ.参照】 

・平成 25 年度文部科学省原子力研究交流制度に基づく海外研究

者〔インドネシア（1 名）〕受入【記事Ⅳ.参照】 

・平成 25 年度(独)原子力安全基盤機構受託事業「高経年化調査

研究（原子炉再循環系ポンプケーシング等の熱時効脆化調査

等）」 

・福島第一原子力発電所の廃止措置支援技術開発/プラズマアー

ク水中切断試験 

・フランス原子力・代替エネルギー庁（CEA）/JAEA 情報交換

会議（フランス／マルクール）【記事Ⅲ.参照】 

・敦賀商工会議所廃止措置研究会「ふげん」廃止措置現場視察 

・中部電力との第 8 回廃止措置情報連絡会（「ふげん」で開催） 

・平成 25 年度「ふげん」総合防災訓練 

・英国原子力廃止措置機関（NDA）情報交換会議（英国/セラフ

ィールド・ドーンレイ） 

 

 

今後の予定 

時  期 内  容 

3 月 2 日～3 月 6 日 

 

3 月 13 日 

 

・放射性廃棄物に関する国際情報交換会議/廃止措置に関する

IAEA 特別セッション（米国/アリゾナ） 

・第 29 回 ふげん廃止措置技術専門委員会（「ふげん」で開催） 

 

 

 


